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４．登別市 

（１）当該自治体の抱える課題 

登別市では、近年表面化しつつある孤独・孤立に関連する課題への取組を個々の分野

において進めていた。 

令和３年度、地域福祉計画策定時に「登別市福祉のまちづくり検討委員会」を設置し

て計画を策定し、同計画に掲げた目標の達成に向けた取組の進捗確認や評価等に関して

意見を述べ、地域福祉の推進に資する協議を行う会議体「登別市地域福祉推進市民会

議」を組織した。 

 

① 事業開始前の課題 

  登別市内においても、長引くコロナ禍をきっかけに孤独・孤立問題が顕在化・深刻化

することが懸念されていた。そのような状況に対して、孤独・孤立に対する直接な取

組は行われていなかった。また、高齢者を中心に活発な見守り活動等は行われていた

が、ヤングケアラー等の若年層への取組はさらに取り組んでいく余地があった。 

 

 ②事業開始当初の課題（自治体ヒアリング結果） 

  当該自治体の現状等を詳細に把握するため初回ヒアリングを行ったところ、次の現

状、課題感及び実施希望を聴取できた。 

 

 ア 高齢者を中心とした各部門の支援は存在するが、孤独、孤立に特化した切り口の支

援は行っておらず、市として全体把握ができていない。 

 イ 子育てやヤングケアラー等若年層への取組についてはまだまだ取り組む余地があ

る。 

 ウ 重層的支援事業での取組をベースとして連携 PFも並行して活用していきたい。 

 エ 試行的事業の案については以下のとおり 

  a, 設立準備会の開催 

  b, アンケートによる実態把握  

  c, ヤングケアラー向けチラシの制作・配布 

  d. プラットフォーム本会の実施 
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（図表５－１ 試行的事業の案） 

 

（２）当該自治体の連携プラットフォームが目指すべき方向性 

  これまで登別市が有する課題観及び初回ヒアリングにおける聞き取りを行った結果、

登別市において求められるプラットフォーム形成の方向性が以下のとおり整理され

た。 

 

 ■登別市におけるプラットフォーム形成の方針 

PFの形成目的 登別市における官・民・ＮＰＯ等の連携の強化 

PFの目指す状態 登別市における官・民・ＮＰＯ等が情報共有等の形でスムーズ

に連携が行える状態 

新設/既設 既存「登別市地域福祉推進市民会議」 

主な構成団体案 

（活動開始時点） 

以下の分野の組織より 18団体 

・登別市、道振興局、 

児相、社協、包括支援センター、 

NPO、老人クラブ、商工会議所、企業等 

（図表５－２ プラットフォーム形成イメージ） 
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（３）当該自治体が実施した試行的事業の内容 

  登別市が実施した試行的事業については以下のとおり。 

NO 試行的事業の名称 時期 実施内容と期待効果 

１ 設立準備会の開催 

 

1/30 

 

・市内関係団体による情報共有・協議 

・情報共有の重要性、PFの存在意義の 

 確認 

２ アンケート調査による

実態把握 

12月～2月 

 

・住民へのアンケート調査 

・市内の孤独・孤立の現状把握 

３ ヤングケアラー向け 

チラシの制作・配布 

2月～3月 ・ヤングケアラーに特化したチラシを 

製作し、市内の小中学校に配布 

・ヤングケアラーに特化した啓発 

４ プラットフォーム本会

の実施 

3/15 ・市内関係団体による情報共有・協議 

・PFの今後の方向性の確認 

（図表５－３ 試行的事業一覧） 

 

①No.1 設立準備会の開催 

【準備会の概要】  

 

1月 30日 月曜日 15:00～17:00 ＠登別市民会館 

 

  1500～1505 開会挨拶        

（登別副市長 伊藤 嘉規） 

   1505～1555       孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム構築の背景   

～孤独・孤立全国トレンドと対策の最前線～ 

(特定非営利活動法人自立生活サポートセンター・もやい 理事長  

内閣官房孤独・孤立対策担当室 政策参与 大西 連 様) 

   1605～1620       登別 孤独・孤立対策支援官民連携プラットフォーム事業  

概要説明 

                               (登別市保健福祉部 次長 平田雅樹） 

    1620～1625       アンケート調査説明 

                                    (株式会社 船井総合研究所 杤尾 圭亮) 

    1625～1655       プラットフォーム参加者 ご紹介 

(各ご参加者様) 

    1655～1700       本日のまとめ 

(登別市保健福祉部 次長 平田雅樹) 

（図表５－４ 設立準備会プログラム） 

 

本会に先駆けて、市内関係団体に呼びかけ、本事業の意義・概要について周知すると共

に、様々な意見を収集するために準備会を開催した。市内の各地域、各テーマで活動する
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団体へ広く呼び掛けることにより、通常の活動では接点のない団体も多く参加するよう

に試みた。また、市長から意思を発信することにより、全市を上げた取り組みとして認知

されるように努めた。参加者は下記の通りである。 

 

      

（図表５－５登別市 孤独・孤立対策支援官民連携プラットフォーム設立準備会 参加

団体一覧） 

 

・当日の様子 
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②No.2 アンケート調査による実態把握 

【アンケートの概要】 

 

アンケート．市民向け Webアンケート（2023年 2月実施） 

 【概要】 市内の孤独・孤立に係る現状を把握するために Webアンケートを実施 

  回収数 ： 1093 （配布数 2,500） 

  設問数 ： 28問 （内閣官房の全国調査原票を参照） 

（図表５－６ アンケート実施内容） 

 

登別における孤独・孤立の現状を把握するため、市民向けのアンケートを実施した。 

アンケートにおいては下記の通り設問を設け、孤独・孤立の実態の把握を行った。 
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 ・孤独を感じるか（直接質問・間接質問） 

 ・孤独感と年齢 

 ・孤独感と婚姻状況 

 ・孤独感と同居人の有無 

 ・孤独感と地域 

 ・孤独を感じる前に経験した出来事 

 ・心身の健康状態 

 ・社会的交流、社会参加、社会的サポートの有無  

 ・外出頻度 

 ・相談相手の有無と孤独感 

 ・相談相手の詳細 

アンケートの結果としては、孤独を感じるかという質問に対しては、孤独感が「しばし

ばある・常にある」と回答した割合は全体の 2.6%となり、国の調査と比較してやや低く

なった。（国調査 4.5%） 

 孤独を感じている層としては、20～30 代、同居人無し、相談相手無し等において、そ

の割合が大きくなった。 

  また、孤独を感じる前に経験した出来事としては、「一人暮らし」「家族との死別」「心

身の重大なトラブル(病気・怪我等)等が多く挙げられた。 

 ・孤独を感じるか（直接質問） 

 

・孤独を感じる前に経験した出来事 
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なお、アンケートに当たっては、回収率を上げるために、郵送に加えて Webでの回答

フォームも準備した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図表５－７ 左上：アンケート帳票、右上：Web回答案内 下：お礼状（督促）） 
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③No.3 ヤングケアラー向けチラシの制作・配布 

若年層への新たな取組として、これまでに調査及び啓発が活発に行われていないヤン

グケアラーに係る課題認識の共有、さらに子どもへの啓発を行うためのチラシを作成

し、市内の小・中学校をとおして全児童・生徒へ配布したほか、町内会回覧を活用して

市民へ幅広く周知・啓発を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図表５－８ 配布したチラシ） 

※合計 10,000部を印刷し、登別市内の小・中学校、関係機関へ配布。 

  



 
58 

④No.4 プラットフォーム本会の開催 

【プラットフォーム本会の概要】 3月 15日 火曜日 15:00～17:00 

@登別市観光交流センター（ヌプㇽ） 

 15:00～15:05  開会                

(登別市長 小笠原 春一) 

 15:05～15:20  地方版 孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム解説 

                        （内閣官房 孤独・孤立対策担当室 次長 榊原 毅） 

15:20～15:35  登別市 孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム推進事業 進捗報告 

(登別市保健福祉部 次長 平田雅樹） 

 15:35～15:50  アンケート調査説明 

                                       (株式会社 船井総合研究所 杤尾 圭亮) 

 15:50～16:50 プラットフォーム参加者によるご協議 

                                                    （各ご参加者様） 

  16:50         閉会 

（図表５－９ プラットフォーム本会プログラム） 

 

準備会を踏まえて、プラットフォームの今後の方向性を検討・すり合わせるために、

本会の開催を行った。今回は、準備会において参加した団体以外に、特に民間事業者へ

のよびかけを強化した。背景としては、孤独・孤立を含めた負担をできるかぎり軽減す

るとともに、広く孤独・孤立の認知を高めたいという市長の強い方針があった。 

 

・当日の様子 
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（４）当該自治体の今後のプラットフォーム組成の方向性 

準備会並びに本会では委員から PF構築に向けて積極的な意見が出されると共に、ア

ンケートの結果からもより官民・団体同士の連携強化が必要となっていることが判明し

た。 

本事業は終了となるものの、令和 5年度以降も、重層的支援事業と並行する形で、引

き続き PFについても庁内で対応することになっている。 

  その際、これまでは小笠原市長のリーダーシップを通じて、民間事業者等の巻き込み

を行ってきたが、これから先は、より多くの民間事業者等を巻き込み、エンゲージメン

トを高めていくための方策を別途検討していく必要がある。 

 

（５）活動から得られた知見 

  登別市での孤独・孤立対策官民連連携 PFの設置に向けた活動において得られた知見

は以下の三つに集約される。 

 

① 首長によるリーダーシップの有効性 

  登別市での各試行的事業の展開が円滑に進み、特に PF準備会、PF本会において各

招聘団体の参加率は高く、発言も積極的に行われていた要因として、登別市長である

小笠原市長のリーダーシップが挙げられる。特に準備会、本会等において首長自らが

新分野である「孤独・孤立対策の官民連携」を推進する意思表示を行うことで、多く

の参加団体が市の本気度を確認でき、安心して PFの準備会、本会への意見を発言する

に至っている。 

  今後の各地域の PF設置においても、地域のトップである首長のスタンスが大きく

影響することを鑑み、事業開始段階から積極的な関与が望まれると考えられる。 

 

② 民間組織への積極的なアプローチの効果と重要性 

  登別市では PF準備会、PF本会に民間の営利団体、特に企業を多く招待し、参加し

てもらうこととなった。背景としては市長の方針として、今後の孤独・孤立対策は福

祉分野を専門とする組織だけではなく、地域にかかわる他分野の組織の知見が必要で

あるという考えがあった。この結果、連携協定を結ぶ民間企業等が参加する結果とし

て、次年度の展開に弾みをつける形となった。 

  孤独・孤立対策官民連携 PFにおいては、同テーマに興味・関心の高い民間組織だ

けではなく、一見かかわりがないように見えたとしても実務において貢献可能性が高

い民間組織の存在・役割が重要になると考えられる。よって今後の各地域の PF設置に

おいては連携協定などをきっかけとして民間組織へ広くアプローチする必要があると

考えられる。 

 

③ 関連する分野事業との連携実施（重層的支援体制整備事業 等） 

登別市では、今後の連携 PFについて次年度以降は重層的支援体制整備事業と連携

して実施することで知見やノウハウを共有し、両事業を同時並行で進めることが模索

される予定である。  
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登別市に限られず、多くの地域では進行する人口減少の影響によりヒト・モノ・カ

ネ・情報といったリソースが限られている。本件同様の会議は数多く開催されるもの

の参加者の顔ぶれがいつも同じ、という意見も散見されるため、今後の各地域での

PF設置においても設置活動まえに関連する分野事業を整理し、できるかぎり連携さ

せながら効率的に事業を実施することが負担軽減と事業の本来の効果の発揮につなが

ると考えられる。 
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